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一 般 質 問 通 告 書 
 

平成 26 年 05 月 30 日 
阿見町議会議長 柴原 成一 様 

 

阿見町議会議員 海野 隆 ○印  
 
平成 26 年第 2 回阿見町議会定例会において，次の事項について質問したいので通知します。 

質問事項 質 問 の 要 旨 答弁者 

 
１、不適切な最低制限価格の設定は、

「.地方公共団体は、その事務を処理

するに当つては、住民の福祉の増進

に努めるとともに、最少の経費で最

大の効果を挙げるようにしなければ

ならない」という地方自治の原則に

逸脱していないか 

 
１、 役場庁舎非常用自家発電設備工事は、最

低制限価格設定により応札業者１０社中

７社が失格したがどのような原因が考え

られるか。 
２、 直接工事費（発電装置価格と工事費）及

び共通仮設費、現場管理費、一般管理費

の割合はどの程度だったか。 
３、 この工事で最低制限価格を設定しないと

品質の維持ができなかったか。低入札価

格調査制度を適用しなかった理由は何

か。 
４、 最低制限価格の設定権者は誰か、設定権

者はどのような資料に基づき価格を設定

したのか。 
５、 最低応札価格と落札価格では１４３９万

円の価格差があった。統計処理した失格

応札価格平均は３４９４万円で落札価格

と８４５万円の価格差がある。この結果

に対してどのように受け止めているか。 
６、 応札業者中では最も価格競争力があると

思われる業者が最低価格だった。この入

札制度に問題はなかったか。 

 

 
町長 
 
 
 
 
 

 
２、ふるさと納税制度の改善を図り増

収に努めるべきであると考えるがど

うか 

 
１、 ふるさと納税制度の仕組みはどのような

ものか。 
２、 茨城県内市町村のふるさと納税の状況と

実績 
３、 全国や茨城県内での特色ある取り組み及

び特典制度 
４、 阿見町におけるふるさと納税のこれまで

の実績、継続した件数と金額 
５、阿見町のふるさと納税の特典と今後のふ

るさと納税制度の改善と財源確保につい

て 
 

 
町長 
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３、名誉町民条例の制定を行い郷土の

先人や歴史を正しく伝承するべきで

あると考えるがどうか 
 

 
１、 県内での名誉市民条例の状況について 
２、 阿見町の先人の業績について 
３、 義務教育における先人の業績の学習につ

いて 
４、 阿見町における名誉町民条例の制定につ

いて 
 

 
町長 
教育長 
 

 
４、児童・生徒の自転車安全対策及び

事故補償について充分な対策をとる

べきであると考えるがどうか 
 

 

１、 自転車通学をしている町内小中学校の児

童・生徒は何人くらいいるか。 

２、 自転車通学の安全教育実施の責任は家庭

か学校か。 

３、 通学による事故件数及び通学以外の児

童・生徒の事故件数を把握しているか。 

４、 事故の原因は分析されているか。 

５、 児童・生徒の自転車事故に伴う全国の損

害賠償額の例を把握しているか。 

６、 自転車保険に加入している割合はどの程

度か把握しているか。 

７、 保険をかけるということは予防原則に立

とうということで、自転車保険加入を積

極的に推進すべきだ。自転車保険加入の

助成制度をつくる考えはあるか。 
 

 
教育長 

 
５、本郷地区に計画されている新小学

校に温水プールを併設すべきと考え

るがどうか 

 

１、本郷地区に計画されている新しい小学校

の審議の進め方について 

２、地区住民やＰＴＡなどに意見や要望を聞

く機会はあるか 

３、施設の概要について 

４、温水プール併設の計画について 

 

 
教育長 

  

以下余白 

 

 

 

 

平成  年 月 日受領・受付番号 

※ 質問の趣旨は，できる限り具体的に記入願います。 
※ 電話・ＦＡＸ等により申し込みはできません。 


